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天童青年会議所2020年度スローガン

伊東　　亮
㈱和農産　イートミート　店長
1984年生まれ
　青年会議所の活動を通じて、天童市の発展に
貢献できるように先輩方にご指導いただきなが
ら様々なことにチャレンジするとともに、活動
により出会う方々との交流も大切にしていきた
いです。皆様、どうぞ宜しくお願い致します。

押野　将太
天童不動産㈱　専務取締役
1990年生まれ
　どんなときも感謝の気持ちを忘れず、
お世話になった方々のため、天童市の更
なる発展のため、日々尽力いたします。
よろしくお願いします。

2019年度  卒業生 齋藤　直（2016年度入会）米野　大介（2010年度入会）

2020年度 新入会員ご紹介

■2020年度　事業紹介
１月 ◦通常総会

◦OB・会員合同新年会

２月 ◦青年団体拡大交流例会

３月 ◦広域まちづくり協議会（4LOM合同例会）（中止）

４月 ◦将棋に親しむコーナー（中止）

５月 ◦ひまわり園様、ふれあい天童様との交流事業（中止）

６月 ◦50周年記念式典

８月 ◦第41回全国中学生選抜将棋選手権大会
◦50周年記念事業

７月 ◦第53回山形ブロック大会高畠大会

９月 ◦通常総会
◦新たなビジネスの機会を考える事業

10月 ◦第54回山形ブロック大会天童大会を成功させよう！

11月 ◦アニュアルレポート事業

12月 ◦卒業式

天童青年会議所 ５０周年

新入会員を募集中!
青年会議所は「修練」「奉仕」「友情」の信念のもと、

自己研鑽、異業種との交流を図る学びの場です。

「天童青年会議所」ってどんなところ？

　天童青年会議所は天童の発展を目指し、幅
広い年齢と職業の青年が集う団体です。
　まちのことから社会経済に至るまで、多様
な業界や異なる年代の視点で見ることができ
るので、日々自己の成長に活かせるものが得

られるという点が大きな魅力です。
　私自身、入会後に多くのことを学び、成長することができたと実
感しております。

会員開発委員会　委員長

黒田　芳徳

公益社団法人天童青年会議所
023-653-6413☎
ご入会申し込み・お問い合わせ

〒994－0026 天童市東本町一丁目3－21　FAX 023－654－4180
mail＠tendojc.com

公式ページ  https://www.facebook.com/jcitendo

天童JC 検索
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　tendojc.com
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▲
アンケート
実施中！

天童青年会議所
活動の参考に

させていただきます。

「こま」へのご意見を
お寄せください。

青少年育成事業 地域活性化事業 将棋を通したまちづくり事業

　本年度、当会議所は５０周年という大きな節目を迎える事が出来ました。これまで、行政や他団体、そし
て市民の皆様の協力があってこそ活動することができました。これからも、ご協力していただいた多くの
皆様に感謝の気持ちを忘れず、精進してまいります。これからの天童青年会議所をよろしくお願いします。

　今年で４９回目を迎えるＪＣ杯球技大会。子供たちにスポーツを通
して礼儀作法を磨き、他を敬う気持ちを育んでいただきました。また、
グッドルーザーの精神のもと、勝負に負けたとしても、相手を称え
られる前向きな心を持つことの重要性を伝えることができました。

ＪＣ杯球技大会
　天童市の「食」、「人」にスポットをあてて、それぞれの
魅力を発信し、さらなる郷土愛を育み、地域が活性化する
事業を行ってきました。

てんどう おいしい！たのしい！大好き！フェスタ
　「青少年の健全育成」「将棋人口の拡大」「地場産業の発展」の理念
のもと、全国中学生選抜将棋選手権大会を開催しています。昨年、４０
回という節目を迎えることができました。天童の資源である将棋を通
し、本大会が今後も更なる発展を遂げるため努力してまいります。

全国中学生選抜将棋選手権大会

　親子で参加していただく食育事業を開催しました。保護者の皆
様が食育講座を聞いている間、子供たちは、はじめてのお弁当作
りに挑戦しました。その後、親子でお子様が作った弁当を食べて、
食の大切さ、感謝されることの喜びを学んでいただきました。

「食育講座」と「はじめてのお弁当作り」
　天童ひまわり園様、ふれあい天童様と餅つきなどの交流
を通して、互いを知って大事に思えることを目的に、事業
を行ってきました。今後もお互いを大切な存在と思う貴重
な機会となるよう事業を行っていきたいと思います。

天童ひまわり園への訪問
　天童桜まつりの一部にブースを設け、将棋を指せない人、
指せる人を問わず楽しんでもらえる事業を実施し、市民か
ら将棋を身近なものに感じてもらいました。

もっと気軽に将棋を楽しむコーナー

　天童市内約40キロの道のりを子供たちと２泊3日かけて
歩きました。困難を乗り越え、目標を見定めやり遂げる行
動力と周囲を導く情熱を持った人間へと成長する機会とな
りました。

未来のために今歩もう！
　花笠音頭で歌われる「もみじの天童」、その発祥が舞鶴山であるという
説を参考に、発祥の地を復活させるべく山の西側斜面にヤマモミジの植
樹と山道の整備を行いました。各種団体、企業、市民の皆様にご協力い
ただき、天童のまちに新たな歴史をつくることが出来た事業となりました。

もみじの天童復活計画
　千七百局同時対局を行い、ギネス世界記録に挑戦しましたが、ギネ
ス更新は達成できませんでした。後に天童市と合同で行った二千局盤
来に繋がる事業になりました。幅広い年齢層の方々に気軽に将棋に触
れられる機会を提供し、将棋に誇りと愛着を持っていただきました。

千局盤来
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正会員/４6名

Junior Chamber International Tendo

理事長 直前理事長 顧問（財政統括） 副理事長 副理事長

矢口　　太 奥山　恵治 菊地　佑次 渡部　潤一 赤塚　弘行
東京海上日動あんしん生命保険㈱
ゼネラルライフパートナー

㈱マルケイ建設・Sumika
専務取締役

㈱天童タワー
専務取締役

㈲渡部電工社
取締役営業部長

㈱赤塚製氷
専務取締役

副理事長 将棋のまち創造委員会
常任委員長 専務理事 監事 監事

森谷　恵一 仲野　大輔 髙橋　和也 奥山　浩明 熊澤　光吏
ふる里観光果樹園
園長

㈲仲野観光果樹園
代表取締役

㈱あづま荘
常務取締役

㈱丸吉奥山組
代表取締役社長

天童市議会
市議会議員

事務局
会務理事

事務局
会務セクレタリー

事務局
会務セクレタリー

総務広報財政委員会
委員長

総務広報財政委員会
副委員長

片桐　一樹 三浦　真人 菊地実穂子 野口　勇樹 武田　康正
天童環境㈱
営業主任

㈲みよまつ
専務

㈱ホテルいずくら
常務取締役

㈱ハイン
営業

㈱ベストカー天童
専務取締役

総務広報財政委員会
副委員長

総務広報財政委員会
幹事

総務広報財政委員会
委員

将棋のまち創造委員会
副委員長

将棋のまち創造委員会
幹事

関　　大輔 須藤　　晃 門脇　皓嗣 渋谷　祐信 東谷　敬信
司法書士関大輔事務所
所長

㈱仏壇のすとう
専務取締役

㈲門脇・石井建築設計事務所
専務取締役

三宝寺
住職

來運寺
副住職

将棋のまち創造委員会
委員

将棋のまち創造委員会
委員

将棋のまち創造委員会
委員

将棋のまち創造委員会
委員

将棋のまち創造委員会
委員

今野　未菜 鈴木　基弘 本間　　光 野口　賢吾 窪木　太一
M．and．B
ママ

鈴木金物店
専務

㈱BRILLIAN TASTE
代表取締役社長

㈲野口商事
専務取締役

とんかつ三州屋
店長

将棋のまち創造委員会
委員

ブロック大会準備委員会
委員長

ブロック大会準備委員会
幹事

ブロック大会準備委員会
委員

ブロック大会準備委員会
委員

黒沼　義治 伊藤　　光 近藤阿由良 佐野　峻也 佐藤　一穂
黒沼果樹園
代表

㈱マルタイ
専務取締役

AYURAピアノ教室
主宰

㈱さのや
専務取締役

CLUB　CUORE／
MEN'S BAR あそびあそばせ　オーナー

ブロック大会準備委員会
委員

50周年事業運営委員会
委員長

50周年事業運営委員会
副委員長

50周年事業運営委員会
幹事

50周年事業運営委員会
委員

本田　　孝 貴田　　忍 東海林昭宏 神村登波子 髙橋　勇介
ベア・ロジコ㈱　専務取締役／
㈱B-Log　代表取締役社長

㈱キダ商事
取締役常務

丸七建設㈱
取締役営業部長

医療法人社団五和会　神村内科医院
理事

㈱T.D TRANSPORT　代表取締役社長／
㈲髙橋銅鉄　専務取締役

50周年事業運営委員会
委員

50周年事業運営委員会
委員

50周年事業運営委員会
委員

50周年事業運営委員会
委員

50周年事業運営委員会
委員

渡邊　正孝 三宅　秀典 髙橋　秀和 佐藤　元一 土屋麟太郎
㈱マルマサ渡邊
専務取締役

みやけ整骨院
院長

東海林建設㈱
常務取締役

㈲佐藤養魚場
専務取締役

㈱土屋興業
取締役

会員開発委員会
委員長

会員開発委員会
副委員長

会員開発委員会
委員

黒田　芳徳 関東　英之 伊東　　亮 川股　隆宏 塩入　孔志
㈱黒田吉五郎商店
取締役

㈱アビーズ
常務取締役

㈱和農産　イートミート
店長

㈱新月堂
代表取締役

㈱FIBS.lab
代表取締役社長
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天童青年会議所は本年度行うすべての
事業においてＳＤＧｓを推進します。

　持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標
（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開
発のための2030アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球
上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。 SDGs
は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なもので
あり、日本としても積極的に取り組んでいます。
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